
従来の企業内学習管理（例） IngeniumJp

ネットワーク型学習管理システム『IngeniumJp』の概要
①従来の企業内学習管理とIngeniumJpとの違い

本社人事担当者

集合教育
受講者

管理者：受講申込書の取りまとめや、
成績管理に手間がかかる。

管理者：受講申込書の取りまとめや、
成績管理に手間がかかる。

通信教育
受講者

集合研修
データ
ベース

登録・

成績管理

研修情報
の閲覧

E-ﾗｰﾆﾝｸﾞ
受講者

申込書

ｶﾀﾛｸﾞ

申込書
ｶﾀﾛｸﾞ

各事業所の

人事担当者

E-ﾗｰﾆﾝｸﾞ
データ
ベース

E-ﾗｰﾆﾝｸﾞ
情報の閲覧・
受講

成績管理

申込書

申込書

各事業所の

人事担当者

受講者：申込方法
がバラバラでわかり
にくい。自分の受講
状況やスキルアップ
の進捗状況がつか
みにくい。

受講者：申込方法
がバラバラでわかり
にくい。自分の受講
状況やスキルアップ
の進捗状況がつか
みにくい。

管理方法：紙と電子データが混在。

管理ＤＢが教育サービスごとに独立。

管理方法：紙と電子データが混在。

管理ＤＢが教育サービスごとに独立。

Internet

受講者

Internet

ネットワーク
ＬＭＳ　　

集合研修
データ
ベース

E-ﾗｰﾆﾝｸﾞ
データ
ベース

通信教育
データ
ベース

コンテンツ

管理

・　・　・　・
　

本社人事担当者

受講者：

・どの教育サービスを受ける場合
　も、申込方法は同じ。
・自分のページにアクセスすれば、受
　講状況やスキルアップの進捗状
　況がわかる。

受講者：

・どの教育サービスを受ける場合
　も、申込方法は同じ。
・自分のページにアクセスすれば、受
　講状況やスキルアップの進捗状
　況がわかる。

管理者：受講申込の取りまとめから、その
処理、成績送付、成績管理までを一つのシス
テムで実施可能。

管理者：受講申込の取りまとめから、その
処理、成績送付、成績管理までを一つのシス
テムで実施可能。

管理方法：システムをネットワーク化
し、様々な教育サービスに関する情報
管理を一元化。

管理方法：システムをネットワーク化
し、様々な教育サービスに関する情報
管理を一元化。

コンテンツ 成績管理

・研修情報の閲覧

・申込み
・自分の受講状況や
スキルアップの確認

人事情報
管理

・　・　・
　

・申込みのとりまとめ

・コンテンツ管理
・成績管理
　　　　・
　　　　・
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顧客企業

　・企業内研修の効率化

　（ペーパーレス化、各種教育
　　サービス、受講者情報等の
　　一元管理）

　・社員のスキルアップサポー
　　

　　トの強化

アライアンス

ケイ・オプティコム
・営業活動
・システムサーバー設置のた
　めのデータセンター提供
・システム運営・保守

関西電力グループ
・光ﾌｧｲﾊﾞｰ拡販戦略

・事業拡大戦略

関西電力グループ
・光ﾌｧｲﾊﾞｰ拡販戦略

・事業拡大戦略

関西電力　　　　　　　

グループ経営推進本部　

・営業活動

・システム改善に関するグルー

　プ会社間の調整　　

・グループ会社による営業活動　

　のサポート

東光精機
・営業活動
・顧客対応窓口
・企業内研修申込み受付等の代
　行業務
・システム障害対応

・機能拡充に向けた研究・開発　

　　②産業能率大と関西電力グループによるネットワークＬＭＳ運営体制

・システム開発

・営業活動

・顧客向けコンサルティ

　ング

・コンテンツ提供

・アプリケーション保守

・システム開発

・営業活動

・顧客向けコンサルティ

　ング

・コンテンツ提供

・アプリケーション保守

産業能率大

・事業拡大戦略

産業能率大

・事業拡大戦略

IngeniumJp （ﾈｯﾄﾜｰｸLMS事業）
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